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先
日
、
と
て
も
暑
い
日
で

し
た
が
、
市
ヶ
谷
台
ツ
ア
ー

に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
ツ

ア
ー
は
、
見
学
希
望
日
の
２

か
月
前
に
予
約
す
れ
は
、
ど

な
た
で
も
参
加
出
来
ま
す
。

但
し
、
開
催
日
は
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
ま
で
。
残
念
で
す

が
土
口
祝
日
は
や

っ
て
い
ま

せ
ん
。
（
予
約

・
問
い
合
わ

せ
先
　
防
衛
省
大
臣
官
房
広
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４
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午
前
の
コ
ー
ス
と
午
後
の
コ

ー
ス
の
２
つ
が
あ
り
、
い
ず
れ

も
、
極
東
国
際
軍
事
裁
判

（東

京
裁
判
）
の
法
廷
と
な

っ
た
大

講
堂
（
旧
陸
軍
士
富
学
校
講
堂
）

の
あ
る

「市
ヶ
谷
記
念
館
」
と

防
衛
省

。
自
衛
隊
ク

ッ
ス
な
ど

を
購
入
で
き
る
お
店
や
コ
ー
ヒ

ー
シ
ョ
ッ
プ
が
入

っ
て
い
る
厚

生
棟
は
、
見
学
コ
ー
ス
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
筆
者
た
ち
が
予

約
し
た
の
は
、
更
に

「大
本
営

地
下
壕
跡
」
見
学

（
高
校
生
を

除
く
欝
歳
以
上
は
有
料
７
０
０

円
）
も
含
ま
れ
て
い
る
午
後
の

コ
ー
ス

（約
２
時
間
２０
分
）
υ

市
ヶ
谷
の
防
衛
省
正
門
前
に

集
合

，
受
付
し
た
の
は
、
老
若

男
女
、
子
供
達
も
含
め
１４
～
郷

人
く
ら
い
で
し
た
し

ガ
イ
ド
さ
ん
の
案
内
の
下
、

ツ
ア
ー
開
始
で
す
．
何
人
か
の

ガ
イ
ド
さ
ん
等
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
持
ち
場
で
、
歴
史
や
特
徴
、

エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
含
め
、
と

て
も
分
か
り
易
く
説
明
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

当
日
の
ツ
ア
ー
参
加
者
に
配

布
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

「人

木
営
地
下
壕
跡
」
に
は
、
「
昭

和
２０
年
８
月
１０
日
、
阿
南
惟
幾

陸
軍
大
臣
が
陸
軍
省
幹
部
を
集

め
、
８
月
９
日
に
行
わ
れ
た
御

前
会
議
に
お
い
て
ポ
ツ
ダ
ム
宣

言
の
受
話
を
決
断
し
た
昭
和
天

皇
の
聖
断
を
伝
え
た
場
所
で
あ

る
と
い
う
記
録
も
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
」
と
か
、
「か
つ
て
は
５

０
０
蛇
弾
に
耐
え
う
る
堅
固
な

鉄
扉
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
」

等
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

壕
は
そ
ん
な
に
深
く
は
な

く
、
規
模
も
小
さ
い
と
感
じ
ま

し
た
。
筆
者
た
ち
は
、
短
時
間

入
っ
て
い
た
だ
け
で
す
が
、
湿

気
の
凄
さ
に
は
驚
き
ま
し
た
。

健
康
に
は
良
く
な
い
と
思
い
ま

す
。
長
居
は
無
用
の
地
下
壕
だ

っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う

カ・

「陸
軍
大
臣
室
」
だ

っ
た
と

い
う
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
床
し
か

残

っ
て
い
な
い
狭
い

一
角
。
見

つ
め
て
い
ま
す
と
、
頭
を
垂
れ

て
阿
南
陸
軍
大
臣
の
話
を
聞
い

て
い
る
大
勢
の
幹
部
の
皆
さ
ん

の
、
沈
痛
極
ま
り
な
い
情
景
が

浮
か
ん
で
来
る
よ
う
な
気
が
し

ま
し
た
。

阿
南
惟
幾
大
臣
は
、
「
一
死

以
テ
大
罪
フ
謝
シ
奉
ル
」
と
の

遺
書
を
残
し
、
８
月
１５
日
に
陸

軍
大
臣
官
邸
に
て
自
決
さ
れ
て

い
ま
す
。

「市
ヶ
谷
記
念
館
」
見
学
で

忘
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
の

は
、
大
講
堂
で
す
。
ツ
ア
ー
で

は
、
ま
ず
当
時
の
映
像
が
流
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
意
匠
を

凝
ら
し
た
講
堂
の
重
厚
な
つ
く

り
の
特
徴
や
当
時
の
日
本
の
最

高
指
導
者
２８
名
を
裁
い
た
国
際

裁
判
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
政
治
責
任
者

・
戦
争
貴

任
者
つ
ま
り
Ａ
級
戦
犯
の
皆
さ

ん
で
す
。
■
９
４
６
年
５
月
３

日
に
開
廷
、
約
２
年
の
歳
月
を

か
け
、
■
９
４
８
年
１１
月
掟
日

に
死
刑
や
終
身
禁
固
刑
等
の
判

決
が
下
さ
れ
ま
し
た
。
同
年
１２

月
２３
日
、
東
条
英
機
、
広
田
弘

毅
、
板
垣
征
四
郎
等
７
名
の
死

刑
因
の
皆
さ
ん
の
死
刑
が
執
行

さ
れ
ま
し
た
。

い
つ
の
世
も
、
リ
ー
ダ
ー
た

る
者
は
、
国
民
を
、
国
を
、
誤

り
無
き
よ
う
主
導
し
て
行
く
重

大
な
責
任
が
あ
り
ま
す
。
今
年

は
、
既
に
戦
後
８１
年
を
迎
え
て

い
ま
す
が
、
三
度
と
国
民
を
あ

の
悲
惨
な
戦
争
の
惨
禍
に
巻
き

込
む
よ
う
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

で
あ

っ
て
は
、
絶
対
に
な
り
ま

せ
ん
。

筆
者
は
、
し
ば
ら
く
大
講
堂

の
長
椅
子
に
座

っ
て
、
被
告
と

な

っ
た
当
時
の

日
本
の
リ
ー
ダ

ー
の
被
告
席
が

あ

っ
た
場
所
に
視
線
を
投
げ
か

け
て
い
ま
し
た
。

上
記
Ａ
級
戦
犯
の
皆
さ
ん
の

み
な
ら
ず
、
戦
争
犯
罪
人
の
名

の
も
と
に
裁
か
れ
絞
首
刑
や
銃

殺
刑
に
処
せ
ら
れ
た
皆
さ
ん

は
、
直
接
の
暴
行
者

（
Ｃ
級
）

と
、
そ
の
責
任
者

。
上
官

（Ｂ

級
）
を
合
め
、
■
０
６
８
名
に

及
ぶ
と
の
こ
と
。
国
内
の
巣
鴨

プ
リ
ス
ン
だ
け
で
な
く
、
上
海
、

マ
ニ
ラ
、
グ
ア
ム
、
広
東
、
ペ

ナ
ン
、
チ
ャ
ン
ギ
ー
、
ラ
バ
ウ

ル
、
香
港
、
ビ
ル
マ
、
北
ホ
ル

ネ
オ
等
々
５０
か
所
近
い
様
々
な

外
地
で
裁
判
が
行
わ
れ
、
刑
が

執
行
さ
れ
ま
し
た
。
裁
判
は
、

早
い
人
は
、　
一
週
間
で
判
決
が

出
て
い
ま
す
。
勝
者
に
よ
る
敗

者
に
対
す
る
見
せ
し
め
で
し

ょ

う
か
、
種
々
、
驚
き
を
禁
じ
得

な
い
こ
と
が
目
に
付
く
裁
判
で

も
あ
り
ま
し
た
。

手
元
に
あ
る
分
厚
い

「復
刻

世
紀
の
遺
書
」
（
編
集
　
巣

鴨
遺
書
編
集
会
　
昭
和
“
年
８

月
１５
日
　
講
談
社
刊
）
に
は
、

下
士
宮
や
尉
官
だ

っ
た
方
々
を

含
め
、
Ｂ
Ｃ
級
で
処
刑
さ
れ
た

様
々
な
皆
さ
ん
の
膨
大
な
数
の

手
紙
や
遺
書
が
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
終
戦
か
ら
６
年
も
経
た

昭
和
２６
年

（
■
９
５
■
年
）
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
「
マ
ヌ
ス
」

に
て
刑
死
さ
れ
た
３９
歳
の
元
満

市
ヶ
谷
地
区
見
学
（市
ヶ
谷
台
ツ
ア
ー
）
に
参
加
し
て

黛
か
の
Ｘ
郭
卜
笙
・さ
ま
ず



羨
鉄
社
員
の
海
軍
大
尉
が
遺
し
た

　

日
く

「服
従
の
精
神
を
繋

手
紙
に
は
、
次
の
よ
う
な
く
だ

ぐ
も
の
は
、
下
に
限
ら
ず
し

り
が
あ
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
て
上
官
に
あ
る
こ
と
を
忘
る

「
・
・
。
国
際
条
約
に
違
反
　
べ
か
ら
ず
。
故
に
、

し
た
行
動
が
戦
争
中
あ

っ
た
た
■

ら
ん
と
す
る
諸
子
は
、
〈ウロ］

し
多
く
の
人
は
、
そ
の
行
為
が

違
反
し
た
も
の
で
あ

っ
た
こ
と

を
知
ら
ず
に
居
り
ま
し
た
。
又
、　
己
に
服
従
し
命
令

一
下
水
火

知

っ
て
居
て
も
異
議
を
申
し
立

も
辞
せ
ざ
ら
し
む
底
の
人
格

て
る
こ
と
は
当
時
の
軍
隊
の
命

と
見
識
と
を
修
養
す
る
こ
と

令
に
対
し
て
は
許
さ
れ
ま
せ
ん

を
第

一
義
と
な
さ
ざ
る
べ
か

で
し
た
。
要
す
る
に
命
令
権
者

ら
ず
。」

の
無
責
任
な
独
善
的
な
、
人
権

　

―
―
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ

と
法
規
を
無
視
し
た
、
神
が
か

が
、
感
じ
た
り
思
う
と
こ
ろ

が
あ
る
市
ヶ
谷
合
ツ
ア
ー
で

思
い
ま
す
パ
以
下
、
筆
者
略
）
」

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
で
、
前
掲
、
阿
南
惟
幾

陸
軍
大
臣
が
東
京
幼
年
学
校
長

北
原
　
巖
男

（き
た
は
ら
い

当
時
、
昭
和
１１
年

（
■
９
３
６

わ
お
）
　

一九
防
衛
施
設
庁
長

年
）
に
発
生
し
た
２

・
２６
事
件

宮
。
元
東
テ

ィ
モ
ー
ル
大

の
直
後
の
３
月
１２
日
、
生
徒
達

し
か


